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６月１１日（火）、日車協連第３８回総会が全組合員４２名（出席３８ 

・委任状４）出席で東京港区の芝パークホテルで開催されました。 

開催挨拶では小倉会長が短期・中期・長期ビジョンの目標を定めて 

高度化車体整備技能講習会を始めとする日車協連の取り組み及び当会 

の団結を強く訴えられました。 

新役員等、全ての議案が承認され無事終了し、総会後に行われました 

理事会では、任期満了に伴う執行部役員の改選が行われて、小倉会長、 

山元副会長及び平塚副会長が各々再任されました。 

 
第２９回教育委員会と第３４回事業委員会が７月２日 (火)１４ 

時３０分から名古屋市民会館で開催されました。 

新たな委員が初めて集い、教育委員長は引き続き「飯島圭一」氏、

事業委員長には「串信政」氏が新たに指名され、、両委員会に分か 

れて開催されました。 

教育委員会には、１０名の出席があり、委員長の挨拶及び新委員 

名の紹介の後、主な活動の決定内容は、 

（１）第三回高度化自動車車体整備士技能講習会の開催について 

（奥：事業委員会、手前；教育委員会）   ①日時：１１月３日（日）及び１１月４日（祝月）の２回開催 

③場所：（社福）中部盲導犬協会 及び ㈱三光社  ④講師：座学→金原正和、実技→→㈱ヤシマ 

（２）特認部会、推奨部会及び教育委員会合同研修会の開催について 

①日時：令和２年２月頃予定とする。 ②場所：日本特殊陶業市民会館予定とする。 

（３）本年度後期に車体整備士養成講習を開催する。 

 

第３４回事業委員会には、串信政新事業委員長はじめ１１名の出席があ 

り、冒頭串事業委員長から「今年の委員は、歴代の３名の事業委員長が名前 

を連ねており、その功績を汚さないように本年度も素晴らしい事業委員会と 

したいと考えておりますので、何卒ご協力の程よろしくお願いします。」と 

の挨拶に引き続いて新事業委員の紹介があった。 

主な委員会決定内容は、次年度の活動計画として 

（１）第８回賛助会員との意見交換会について         （事業委員会・教育委員会の報告会↑↑） 

①１１月１４日（木）、尾張一宮駅ビルにおいて開催予定  ②８月８日（木）、全賛助会員に出席 

依頼をし賛助会員も交えた事業委員会で検討する。 ③業態別に賛助会員の意見をまとめる。 

（２）賛助会員の工場訪問について（３）その他、教育委員会と共通事項として、特認工場部会長より 

７月１２日（金）、日本特殊陶業市民会館で特認工場部会の講習会開催についての案内があった。 

 



 
第５回ＨＰ検討会がが７月２日 (火)１４時から名古屋市民会館で 

開催されました。検討会での主な内容は、 

①本年度の検討会委員は、４名の構成となりました。 

②本年度のバナー企業様の異動について報告が有りました。 

ご協力に感謝致します。 

③バナーの掲載順は、従前とおり数ヶ月毎に変更します。 

（１年に１度は、平等にバナートップになるようにする。） 

④本年度は会員工場の紹介欄の充実を図る。（目標として会員工場欄の半数以上を充実する。） 

⑤法務局への登記も全て終了し、ＨＰの内容を令和元５月１日現在に更新しました。 

⑥一宮支部に引き続いて西尾支部の組合員の紹介を写真入りで掲載しました。 

 
    昭和支部の支部長㈲坪川自動車工業は、この度、愛車協令和元年第１号の先進 

安全自動車対応優良車体整備事業者として、６月に日車協より認定されました。 

   愛車協では１６社目となりました。全国で３７６社目です。 

 
西支部（赤梅支部長）は６月２６日（金）、清須市内において 

北支部（古田支部長）は７月５日（金）、中区内において 

それぞれ令和初の支部会を開催しました。 

 

今週中に「令和元年度 前期巡廻健康診断」の案内をメール等でご連絡しすので、受診されます 

事業者さまは「申込書」に記載いただき、７月２６日（金）までにメール又はＦＡＸで事務局まで 

お申し込み下さい。ホームページの新着情報にも掲載する予定です。 

 

「話しかけない接客」、「声かけ不要」をキャッチフレーズの衣料品店が登場し 

好評を博しているそうです。 

この発想は、顧客アンケートの要望からのお客様満足度に向けた活動の一環 

から生まれたそうで、何事も「ひとり」の方が好みであるそうです。 

この現象は、昨今のネット通販の普及により益々このような考え方が増えていくと想定されます。 

しかし、我が業界は、このキャッチフレーズは当てはまらないであろう。 

顧客と対話して率直に要望を見極める力が求められるからです。 

これで想い出したのが、小生の好きな「寺山修司」の「ひとり」という詩です。 

「 いろんなとりがいます／ あおいとり／ あかいとり／ わたりどり／ 

こまどり むくどり・・・でも／ ぼくがいつまでも／わすれられないのは／ 

ひとり／ という名のとりです 」 

はたして、 「ひとり」？が良いものか ？ ？ ？ ？  (^_^)/~ ・・・  (^O^) （ｙ．ｍ） 




